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社
会
保
険
庁
で
は
、
毎
年

１１
月

６
日
〜

１２
日
を
「
年
金
週
間
」
と

定
め
、
皆
さ
ん
に
年
金
制
度
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
は
、
国
民

の
一
人
ひ
と
り
が
、
年
金
を
身
近

で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
、
公

的
年
金
制
度
の
意
義
や
役
割
を
正

し
く
認
識
し
、
年
金
行
政
に
つ
い

て
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
年
金
制
度
へ

の
参
画
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
加
入
記
録
の
提
供
や
年
金

相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
の
年

金
権
を
確
保
す
る
た
め
に
公
的
年

金
制
度
の
加
入
意
義
や
保
険
料
の

納
付
義
務
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
、

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
対
策
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
公
的
年
金
制
度
は
「
世
代
と
世

代
の
支
え
あ
い
」
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

　
本
人
の
納
め
た
保
険
料
分
だ
け

で
は
、
と
て
も
現
在
の
受
給
者
の

年
金
額
を
ま
か
な
い
き
れ
ま
せ
ん
。

（
高
知
県
の
現
在
の
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
、
受
給
権
者
数
は
約

１９

万
人
、
年
金
額
は
約
１
２
０
０
億

円
で
す
。）

　
年
金
は
、
現
役
世
代
の
納
め
る

保
険
料
が
今
の
高
齢
者
を
支
え
、

い
ず
れ
は
現
役
世
代
も
今
の
子
ど

も
た
ち
の
世
代
に
支
え
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
年
金
を
身
近
で

大
切
な
も
の
と
し
て
、
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
付
加
年
金
　

　
年
金
額
を
手
軽
に
増
や
し
た
い

方
に
は
、
付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　
付
加
年
金
は
定
額
保
険
料
（
１

４,
４
１
０
円
）
に
加
え
、
付
加

保
険
料
（
４
０
０
円
）
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
に

付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
る
制
度
で

す
。

 
受
給
額
は
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数
で
計
算
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、

１０
年
間
（
１
２
０

月
）
付
加
保
険
料
４
８,
０
０
０

円
を
納
め
る
と
、
基
礎
年
金
額
に
、

付
加
年
金
額
２
４,
０
０
０
円
が

加
算
さ
れ
た
終
身
の
年
金
が
受
け

取
れ
、
大
変
お
得
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
付
加
年
金
は
物
価
ス

ラ
イ
ド
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
加
入
で
き
る
の
は
、
第
１
号
被

保
険
者
の
み
で
、
第
３
号
被
保
険

者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
第
１
号
被
保
険
者
で
も

国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。
加
入
と
辞
退
は
申
し

出
に
よ
り
ま
す
。
定
額
保
険
料
と

合
わ
せ
て
納
め
る
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
任
意
加
入
制
度

　
任
意
加
入
は
、

６０
歳
ま
で
に

２５

年
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な

い
方
や
、
受
給
資
格
期
間
は
満
た

し
て
い
る
が
、
未
納
期
間
が
あ
る

た
め
老
齢
基
礎
年
金
が
満
額
に
な

ら
な
い
方
が
、
申
し
出
す
る
こ
と

に
よ
り

６０
歳
以
降
も
引
き
続
き
、

最
高

６５
歳
ま
で
国
民
年
金
に
任
意

で
加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、
４
８
０
月
以
上
は
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
昭
和

４０
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
は
、

６５
歳
ま
で
に

受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ

た
場
合
、

７０
歳
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
国
民
年
金
基
金
制
度

　
国
民
年
金
を
納
め
て
い
る
第
１

号
被
保
険
者
が
任
意
で
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
第
２
号

被
保
険
者
と
の
年
金
額
の
差
を
解

消
す
る
た
め
に
平
成
３
年
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
自
分
の
収
入
に
合
わ
せ
て
設
計

で
き
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
民
年
金
基
金
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
制
度
も
全
額
所
得
税

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
総
務
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局

　
幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

　
高
知
県
国
民
年
金
基
金

　
　
蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
２
５
２
５

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

１１
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

あ
な
た
も
国
民
年
金
の
額

を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

　
家
庭
で
出
る
「
包
装
紙
」・「
紙

袋
」・「
菓
子
箱
」
な
ど
は
、
燃
え

る
ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に
、
資
源

ご
み
と
し
て
出
せ
ば
、
ご
み
袋
代

も
少
な
く
済
み
ま
す
し
、
ご
み
が

減
っ
た
分
、
資
源
と
し
て
売
っ
た

分
、
町
の
ご
み
の
処
分
費
用
が
減

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

環
境
保
全
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

ま
ち
づ
く
り
課 

水
道
環
境
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

ご
み
も
積
も
れ
ば

シ
リ
ー
ズ
潭

資
源
ご
み
の
簡
単
な
出
し
方

「牛乳やジュースなどの紙パック」・「段ボール」・「新聞紙」は
それぞれ別にまとめますが、上のように袋にまとめて出して
も構いません。


